
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
六
回
）

「荒あ
ら 

 

津つ

」

博
多
湾
は
福
岡
県
北
西
部
に
面
し
た
湾
で
朝
鮮
半
島
に
近
い
と
い
う
地
理
的

要
因
を
踏
ま
え
て
古
代
に
は
大
陸
交
易
の
湊

み
な
と

（
港
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
奈
良
時
代
に
は
対
外
交
流
の

要
か
な
め

と
し
て
筑
紫
（
九
州
）
に
出
先
の
役
所

「
大
宰
府
」
を
博
多
湾
か
ら
南
へ
約
１
６
キ
ロ
離
れ
た
地
（
今
の
太
宰
府
市
）
に

置
か
れ
る
と
、
大
宰
府
の
組
織
の
一
環
と
し
て
近
隣
の
国
々
の
外
交
使
節
な
ど
を

も
て
な
す
迎
賓
館
「
筑

紫

館

つ
く
し
の
む
ろ
づ
み

（
後
の
「
鴻
臚
館

こ
う
ろ
か
ん

」
）」
が
交
易
の
中
心
と
な
り
、

現
・
福
岡
市
中
央
区
西
公
園
付
近
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
荒
津
の

湊
み
な
と

（
港
）
」

を
利
用
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

古
代
、
荒
津
湊
が
周
辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
今
の
「
西
公
園
」
は
福
岡
湾
埋
立

地
（
中
央
区
荒
津
１
・
２
丁
目
）
の
上
を
東
西
に
走
る
福
岡
都
市
高
速
道
路
の
南
、

博
多
漁
港
の
西
方
に
あ
る
「
荒
津
山
（
荒
戸
山
と
も
呼
ぶ
ー
標
高
４
８
．
７
ｍ
）」

を
中
心
と
し
て
明
治
時
代
に
整
備
さ
れ
た
公
園
で
あ
る
。
こ
の
荒
津
山
は
か
っ
て

は
博
多
湾
に
突
き
出
し
て
い
た
。
そ
の
突
出
し
た
埼
が
「
荒
津
の
岬
」
で
あ
り
、

付
近
の
海
面
を
「
荒
津
の
海
」
海
岸
を
「
荒
津
の
浜
」
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
「
続

風
土
記
」
に
は
「
・
・
・
荒
津
（
戸
）
山
の
下
は
、
大
船
多
く
泊
り
け
る
程
の
深

き
海
な
り
し
・
・
・
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
辺
り
に
古
代
の
津
（
港
）



「
荒
津
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
続
風
土
記
」
な
ど
に
は
古
代
の
博
多
湾
は
現
在
の
西
公
園
（
荒
津
山
）

の
南
麓
の
中
央
区
荒
戸
（
１
，
２
，
３
丁
目
）
か
ら
南
へ
約
１
キ
ロ
離
れ
た
地
に

あ
り
、
今
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
「
大
濠

お
お
ほ
り

公
園

こ
う
え
ん

」
ま
で
湾
入
し
て
い

た
と
さ
れ
、
こ
の
大
濠
公
園
の
地
を
「
草
香
江
」
と
も
称
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

・
今
の
「
荒
戸
」
の
地
名
は
古
代
の
湊
（
港
）
名
「
荒
津
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と

の
説
が
あ
る
。
ま
た
「
草
加
江
」
の
名
は
今
も
大
濠
公
園
の
南
に
町
名
と
し
て
残

っ
て
い
る
。

・
古
代
、
博
多
湾
の
入
江
で
あ
っ
た
と
い
う
大
濠
公
園
の
東
隣
接
地
に
あ
る
国
指

定
史
跡
「
福
岡
城
跡
」
の
一
角
に
あ
っ
た
平
和
台
球
場
跡
か
ら
古
代
、
外
交
使
節

な
ど
を
も
て
な
し
た
迎
賓
館
「
鴻
臚
館
（
筑
紫
館
）
」
の
遺
跡
の
一
部
が
確
認
さ

れ
、
現
在
も
発
掘
調
査
が
続
い
て
い
る
。

古
代
の
「
荒
津
」
は
こ
の
筑
紫
館
（
鴻
臚
館
）
に
付
属
す
る
津
（
港
）
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⦿

今
、
古
代
の
「
荒
津
の
岬
（
崎
）」
に
想
定
さ
れ
る
「
西
公
園
」
に
上
り
公
園

の
先
端
付
近
に
あ
る
展
望
台
か
ら
前
方
を
見
る
と
海
岸
線
は
埋
め
立
て
で
遠
の

い
た
と
い
え
、
北
側
に
は
博
多
湾
を
隔
て
て
、
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
「
志
賀

し

か

の

島し
ま

」
が
正
面
に
浮
び
、
ま
た
、
左
手
の
西
側
に
は
「
能の

古こ

島
」
が
見
え
る
な
ど
、



ま
だ
ま
だ
福
岡
湾
周
辺
に
残
こ
る
万
葉
的
風
光
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
写
生
地
）
ま
た
、
右
手
、
東
側
に
は
福
岡
市
近
郊
の
山
で
九
州
百
名
山
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
登
山
の
山
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
古
代
の
海
路
で
の
目

標
の
山
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
「
立
花
山
」
な
ど
の
山
並
と
そ
の
麓
に
広
が

る
市
街
地
と
足
下
に
は
博
多
湾
（
古
代
の
「
荒
津
の
海
」
）
の
埋
立
地
に
建
て
ら

れ
た
石
油
セ
ン
タ
ー
、
倉
庫
群
と
博
多
港
の
一
部
を
描
く
（
杏

花
）



・
万
葉
集
に
は
、「
荒
津
」「
荒
津
の
浜
」
の
名
で
詠
じ
た
つ
ぎ
の
問
答
歌
が
あ
る
。

①
白
妙

し
ろ
た
え

の

袖そ
で

の
別
れ
を

難か
た

み
し
て

荒
津
の
浜
に

宿
り
す
る
か
も

巻
十
二
―
３
２
１
５ 

 

作
者

未

詳

（
解
説
）
あ
な
た
と
こ
の
ま
ま
は
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
る
こ
と
が
惜
し
い
の
で
、

荒
津
の
浜
で
一
夜
の
宿
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
の
意
。

●
次
の
歌
と
の
２
首
の
問
答
歌
は
都
に
帰
ろ
う
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
唐
や
新
羅

へ
派
遣
さ
れ
る
官
人
が
、
送
っ
て
き
た
人
と
荒
津
の
浜
で
別
れ
を
惜
し
ん
だ
心
情

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
写
生
地
）
こ
の
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
荒
津
の
浜
」
は
、
博
多
湾
の
海
岸

線
が
今
よ
り
も
ず
っ
と
陸
地
に
入
り
込
ん
で
い
た
古
代
、
筑
紫
館
の
下
の
船
着
場

あ
た
り
の
浜
辺
を
指
し
。
と
の
説
が
あ
る
。
筑
紫
館
跡
と
し
て
発
掘
中
の
平
和
台

球
場
跡
地
の
西
横
地
近
辺
に
あ
り
博
多
湾
の
入
江
で
あ
っ
た
地
と
い
わ
れ
る
大

濠
公
園
を
描
く
。
な
お
、
こ
の
歌
の
歌
碑
が
公
園
内
に
建
っ
て
い
る
。

（
杏

花
）



「
大
濠
公
園
」（
昭
和
４
年
に
全
国
有
数
の
水
景
公
園
と
し
て
開
園
）

②
草
枕

旅
行
く
君
を

荒
津
ま
で

送

り
そ
来
ぬ
る

あ
き
足
ら
ね
こ
そ



 
 
 
 
 
 

巻
十
二
―
３
２
１
６

作
者

未

詳

（
解
説
）
旅
に
行
く
あ
な
た
を
、
荒
津
ま
で
お
送
り
し
て
来
ま
し
た
。
も
っ
と
お

逢
い
し
て
い
た
い
と
思
う
も
の
で
す
か
ら
。

（
写
生
地
）
周
辺
に
古
代
の
津
（
港
）
「
荒
津
」
が
あ
っ
た
地
と
想
定
さ
れ
る
福

岡
市
中
央
区
荒
戸
（
２
，
３
丁
目
）
か
ら
荒
津
の
崎
（
西
公
園
）
へ
の
上
り
道
を

描
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杏

花
）

（
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」


